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第三章：先行研究の考察 ― 認識論と倫理学 ―
第四章：共苦における自他の「区別」と「同一化」
第五章：自他の超越論的考察 I　― 身体論による「一般的他」の基礎づけ ―
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　06年１月3日（土）の学位申請論文公聴会に続いて、口頭試問を行った。
公聴会
　公聴会においては、ショーペンハウアー哲学の思想史的立ち位置について、活発な議論があった。近代社
会が共同体の解体とともに個人が意欲や行為の主体になったことにより、個人の意欲や行動の向けられる他
者への対等な関係が失われ、集団（共同体）維持に困難が伴うようになりつつある、といった現代特有の共
同体崩壊の経験とショーペンハウアー哲学との対応関係が確認された。
口頭試問
a. 各章毎の評価
　口頭試問においては、論文の主要問題について立ち入った質疑応答が行われた。
　第一章において、論文のテーマ、研究方法、構成などが説明されたあと、第二章では本論文の基本的なス
タンスとともに、論文の意図（仮説）が提示される。カント哲学およびその周辺で議論された、現象（表象
としての世界）の経験的実在性と超越論的観念性という二つの概念に即して、日常的経験の思考枠を絶対自
明のものとする従来の解釈に代わって、これを経験の可能性の制約を問う超越論哲学的な視座と重ね合わせ
る最近のショーペンハウアー解釈の概要を叙述し、その延長線上にショーペンハウアー倫理学の要ともなる
共苦論を位置づけることによって、ショーペンハウアー哲学全体の整合的解釈が可能になることが主張され
る。
　第三章の、ショーペンハウアー倫理学に関する先行研究の紹介は、第二次世界大戦後に国内外で発表され
たショーペンハウアー関連の先行研究をほぼ網羅し、それぞれのテーマおよび立場毎の特徴を明示したもの
であり、本論文にとっては補助的な位置を占める章でありながら、現代のショーペンハウアー研究にとって
は貴重な資料的意味を持つものとして評価できる。また先行研究の評価を通して、ショーペンハウアー倫理
学研究史における林氏のアプローチの意義を明確にすることにより、論文における先行研究評価の位置づけ
もおのずから明らかである。
　ただし、それらの資料の提示（p.48f）については、多数の著者名を本文に列挙することによる読みづら
さなど、記述方法に改善の余地がある。
　これまでの準備的考察に続き、第四章からが本論文の主要部分となる。ことに五章、六章は意識の統一を
前提とする超越論哲学的視座から他者性を基礎づける本論文の中核を形成している。
　第五章では意識の根本形式であり、表象存在の本質でもある「主観にとっての表象存在」から形式的な他
者性の基礎づけが遂行される。更に、この他者性が、意識の時間的継起において成立する意志の情動（自ら
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の苦の経験）と空間的同時存在が要請する数多性（他者の苦の経験）とを媒介する身体概念の解明を通して
明らかにされる。すなわち意識の時間的継起の側から見た身体は超越論的な意志の客観化としての直接的客
観であり、空間的諸対象の同時性に対しては座標系原点の役割を担う。空間的同時性の側から見た身体は、
それ自身が直接的客観に対する間接的客観として、身体以外の一般的他としての間接的客観と親和性を持つ。
　第六章では「純粋認識主観」に対する「他者および他者の苦のプラトン的イデア」の実質的具体的相関関
係が示された。このような相関関係は、「充足根拠律」の根本形式「表象は＜主観にとっての客観＞である
という法則」に対応するものであり、最終的にこの形式において自他の同一性の超越論的な理解が可能とな
る。倫理学の「共苦」において、自他は経験的に区別されていながらも、超越論哲学の次元、すなわち自己
意識の統一性の次元によって同一であるように語ることが可能なのであり、経験的生活において展開される
エゴイズムと同時に、共感への憧憬が人間の意識構造に属することが超越論哲学的に示された。このような
ショーペンハウアー共苦論の解釈は、一定の目的連関の下で他者を自己の目的実現のための都合のよい手段
と位置づけがちな現代に対して反省を求め、あるいは思考の転換をうながすものとなるかも知れない。
b. 全般的な評価
　一次文献（著作）の綿密な読み込みのうえに、最新の研究成果を踏まえ、それらの議論を更に発展させる
ことによって、これまで異質のレベルの問題としてほとんど切り離されて論じられてきた理論哲学と倫理学
という二つの領域を、超越論哲学的な視座から媒介統合して整合的な解釈を提示した。
　その骨子となる議論が、（カント哲学の表現を用いるなら）表象の構造と身体概念の解明に基づく形式的
他者性の演繹と、プラトン的イデアの思想に依拠した他者性の実質的具体的演繹、と呼べるものであり、そ
のオリジナリティーは大いに評価すべきである。
　林氏はこのように本博士論文において、ショーペンハウアー倫理学の独創的な解釈枠を提示したものの、
本論文においてはテーマが共苦および隣接する問題領域に限られており、それ以外の多様な倫理学的テーマ
には触れられていない。今後の研究が期待される。
　また、審査員のひとりから投げかけられた、「時間的継起において経験される意志の情動としての苦のか
たちが、空間的形象であるプラトン的イデアによってどのように先取されるのか」という質問に対し、林氏は、
時間芸術である音楽が複数の聴衆によって共感される例を挙げながら「苦のプラトン的イデア（苦の標準直
観）」の特徴を説明した。この説明には審査員一同関心を惹かれた。このような視点は、ショーペンハウアー
の共苦論に対する貢献であるにとどまらず、ショーペンハウアーの倫理学と芸術論との関係についても重要
な示唆をあたえる可能性がある。よって審査委員会としては、博士論文の公刊前にもし可能なら、上述の苦
のプラトン的イデアに関する応答内容を、博士論文に補足的に組み入れることを林氏に推奨した。
　林氏の研究は、多くの先行研究やショーペンハウアー自身の一次文献の精査によって裏付けられた確かな
問題理解とともに、研究の独自性と独創性とによって、現代ショーペンハウアー研究最先端のテーマに挑戦
していることが認められる。同氏の研究は国際学会においても評価され、マインツ大学ショーペンハウアー
研究所客員研究員としての招聘を受け、今年より二年間関西学院ランバス留学が認められた。ドイツの研究
者たちとの活発な交流を通し、独自のショーペンハウアー研究と現代哲学の重要課題との接点およびショー
ペンハウアー哲学の現代的意義に関する研究を深め、更なる成果を上げることが期待される。
　以上より、06年１月3日の公聴会、および口頭試問の試験結果に基づき、審査委員は全会一致で、本論
文提出者林由貴子氏が博士（学術）甲号を受けるに値するものと認める。
